
本論集では、日本の歴史のなかで女性の周縁化(地位の劣化)が進行していく過程を、その身体

に対する認識の歴史的変化に着日しつつ、宗教/儀礼/楊れ/医学/衛生という、主として五つ

の側面から検討をくわえ、明らかにする。

仏教と神道等の諸宗教における女性認識の話相、血繊などに対する地域社会の対応の展開、伝

統的医学。近代医学双方からみた病気や女性身体観の変容、近代衛生思想における女性役割の

位置づけ等について、新しい視点から提示した共同研究の成果。
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※日本梅毒史の研究 医療。社会・国家
福田員人・鈴木則子編
ペニシリンの出現で「過去の病」のイメージすらある梅毒だが一。いま
なぜ梅毒か。 日本人は自らの身体や性、性感染症とどう対峙してきた
のか。「家」・共同体 。国家、さらに国際社会がどのような形でそれに
介入し、その態度を変容させてきたのか。これらのテーマをめぐって
専門領城を果にする研究者が行なった共同研究の成果 9補 を収める。
レA5判・392頁 /定価 7.350円          ISBN4-7842-1247-7

※中国における妊娠・胎発生論の歴史
中村禎里著
生命そのものに対する日木人のユ解の歴史を探るための前提となる、
中国文化およびインド仏教における好娠・胎発生論の歴史を通史的に
叙述.生から死に移る過程やクヒ続に集中している日本の4L命 繊の研究
に一石を投じる.

>46判・256頁 /定価 2,940円          ISBN4-7842-1295-7

※京の民間医療信仰
奥沢康正著
安産、長斉、病気平癒祈願など、先端医療技術の発達した現代で )ヽ神

仏の加護を願う信仰は根強く/1き ている。本書は、京都のH艮 科医が市
内のキ社の民刊〕医療信仰を紹介した異色の京都案内。170の 寺社の御
利益やその歴史的背只を、地図や写真も交えながら紹介し、現代にお
ける信仰のあり様などを考察する。
レA5判・340頁 /定価 2,940円          ISBN4-78420642-6

医療福祉の祖・長与専斎
外山幹夫書
日本近代の医療・術生・福祉の確立者ともいうべき長与専斎の生涯に
焦点をあて、明治新政府の政策のなかで近代医療福れL制度がどの(kう

に整備さ和′ていったのか、専斎の呆たした功績に即して紹介 長与専
斎とその家族・交友関係など幅広い視点から、医療の世界における “

明治維新"を地元大学の歴史家が描く。
>46判・200頁 /定価 2,100円           ISBN4-7842-1107-1

中世京都文化の周縁
川嶋将生著                思文閻史学叢雷
「近趾都市」へと変貌を遂げていく中世京4Fjの姿を、洛呵1洛外図や祇
国会の記録を通し、また声聞師・庭者など室‖]文化を支えた都市周縁
の非人たちの動向と合わせて論じ、上層‖げ衆と新興町人との LJ代 交代
という、中世から近世への明らかな時代転換が兄ら瀬′る寛永文化に日
を注ぐ。
>A5判・430頁 /定価 8,190円          ISBN4-7842-0717-1

着衣する身体と女性の周縁Tヒ
直田佐知子編
若衣という共通の素籾を通して、さまざまな社会におけるジェンダー
のあり方を考案。グローバルな視点から、衣服と身体の表象について

解き明かす論文集し取り上げる素材は、「民族衣柴」「魔女」「リカち
ゃん人形J「マイケル・ジャクノン」等、多岐にわたる一書。
レA5判・500頁 /定価 6,090円        ISBN978 4 7842¬ 616-1

※京都の女性史
京都橘女子大学女性歴史文イヒ研究所編
平安時代から近代まで、京都に生きた女性に視点を据えた論文 8本 を
収める。同研究所に所蔵されている『遊客名簿』の分析を通してこねフ
まであまり取り上げられてこなかつた近代京都の遊郭について明らか
にした論文など、最新の研究成果が盛りこまれている。
レA5判・242頁 /定価 2,520円          ISBN4-7842-11233

原田伴彦論集 [全 5巻 ]

原田伴彦箸
「著作集」に収栽しなかった学術論文を4Fu集 し、各分野で第一線の研
究者による解説を付した。原田史学の集大成δ
第1巻 都市発達史研究 (脇田暗子解説)/第 2巻 都市形態史研究 (矢 守
一彦解説)/第 3巻 都市社会史研究 (脇田修解説)/第 4巻 部落差別史
研究 (横井清解説)/第 5巻 文化芸能史研究 (熊倉功夫解説)

レA5判・平均400頁 /各定価 7,140円

医療の社会史 生・老・病・死
京都橘大学女性歴史文化研究所編
京都橘大学女性歴史文化研究所の研究プロジェク トの成果のひとつ
で、医療の社会的展開が通史的にうかがえるようにすることを企図し
た論文 9本・コラム4本を収録。【内容】平安中後期における貴族と
医師/鎌倉幕府の医師/『本草綱日』に見る中国医療の到達点/主町
・戦国期の山科家の医療と「家薬Jの形成 他
レA5判・304頁/定価 2,940円        ISBN978-4-7842-1677-2

京都療病院お雇い医師ショイベ____
森本武利編著/酒井謙―訳
治療・教育・研究にあたつて優れた成果を挙げた ドイツ人のお雇い医
師ショイベ (18531923)。 滞日中(18771881)に 母へ送った書簡の翻訳
を通して、ショイベの生涯をはじめ、ほかのお雇い外国人逹との交流
や居留地での生活から明治初ナuの京都の風俗にいたるまでを、生き生
きとよみがえらせる。
レA5判・346頁/定価 7.350円        IS8N978-4-7842-158卜 2

近代京都の施薬院
八木聖弥著
奈良Π寺代に貧窮病者を救済する為に設世された「施薬院」。明治維新か
ら大止期にかけて、京都の貧困者への医療普及を目指した安藤精軒が
とつた手段が「施楽院」の復典であった。この「施薬院Jを 中心とした京
都医界の歴史をIIT「 き出し、近代化していく日本の-4Rl面 を考察する。
レA5判・304頁/定価 3,675円        ISBN978-4-7842-1705-2

新装版富士川滞著作集 降lo巻 ]

富士川英郎編
日本ほ史学という前人未踏の分野にJLみ、疫病史とともに、日本医学
史を体系化した博士の厖大な論者の中から、医史学関係の若作・伝記
・考 tL類を全10巻 に収めた。
卜A5判・平均500頁/定価 94,500円      ISBN978 4-7842-1586-7

蛹棚解今夢 がセンター r7Zr"-584〃 ,レつのヴ方溝れ で九

周縁文化と身分制
脇田 8青子・マーチン コルカ ット・平雅行編
周縁制∫分をテーマとすることによつて、新たな前近代社会像を多面的
に浮き彫りにする12篇。客時代に存在する差別の構造的特質を明らか
にすることは、その時代の社会全体のあり方を解明することに連なる、
との観点から、方法を興にする日米の気鋭,の研究者の討論を踏まえた
成果.

レA5判・350頁/定価 5,775円          ISBN牛 7842-123← 0

※散所・声聞師・舞々の研究
世界人権 PoS題研究センター編
散所の人々が携わつた芸能あるいは陰陽道などとのかかわりを含め
て、文献・絵画・地図の和‖密な分析をこころみ、洛中・山城国 。近江
日における実態を浮きばりにする。共同研究のまとめとしての座談会
のほか、イリF究ツールとしての年表・文献日録・基本史料を収録、古代
・中仕社会の研究にとつて欠くことのできない基本文献。
レA5判・590頁 /定価 8.610円           ISBN牛 7842-1219-1

京都文化の伝播と地域社会
源朔政好箸               思文闇史学叢書
京都とその近郊の中世文化史に取り組んできた著者が、今までの成果
をまとめた一書。在地 (荘同)を めぐる動向、公武の文芸交流と伝播、
さらに河原者・声聞師の被差別民衆の諸IHと 生町・戦国別の人物論を
収めた。
レA5判・400頁 /定価 8,190円           ISBN4 7842-1325-2

日本中世の社会と寺社
糸8川涼―著
律宗 ,律イ曽が中lu社会で米たした役割を中心に、女性や被差別民など、
歴史の主流からこばれ落ちがらなく)の たちへ常にまなざしを注ぎ、境
界板域から歴史を問い統けてきた者者の主要な研究成果を一書にまと
める。
レA5判・452頁 /定価 8,085円        ISBN978-4-7842-1670-3
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